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１　基本情報

まちづくり協議会名 安倉地区まちづくり協議会

地域ごとのまちづくり計画 【基本目標】

【具体的な取り組み】

公園河川課

地域ごとのまちづくり計画対話シート

令和５年（2023年）８月２４日

市民協働推進課

立花　誠

項目 入力欄

１．安全・防犯「人々が安心して暮らせるまち」

１－７すべての公園の植栽の適正な伐採要望（視認性
を高める）
２－６一旦停止線の線引き要望（安倉第4公園T字
路）、安倉中学校北西角の変則十字路の安全対策要望
４－２中山安倉線の歩道空間の改善要望（ガードレー
ルの設置による安全確保、街路樹の植え替えなど）

取組内容の関係課 道路建設課

道路管理課



２　対話の状況

（１）実施概要

ア　日時：

イ　場所：

ウ　出席者：以下のとおり

（２）確認できたこと

ア　１－７、２－６（安倉南第4公園東側出入口について車からの見通しが悪く危険であるた
　め、車の運転者に公園出入口があることを知らせる対策をとれないか。）
　・　公園河川課から、公園出入口の植栽と樹木がかなり繁茂しており道路側からの視認性
　　を阻害しているので、まずは順次剪定を行い、車道からの視認性が向上するよう取り組
　　む。また、公園からの飛び出し注意に関する看板等については検討する。
　・　市から、路面部分に運転者に対する注意喚起等のための色塗りについては、検討は
　　するが市全体のことになるので難しい面がある。道路管理課が担当になる。足跡マーク
　　については防犯交通安全課が担当となる。
　・　まち協から、公園の樹木の剪定は枝葉だけでなくて視認性向上のため高さも考慮して
　　欲しい。
　・　道路管理課から、公園周辺の道路に路側帯、T字マークの路面標示の設置が可能か
　　確認する。
　※　まち協から、関連で住吉神社前の道も交通量が多いが白線（歩道線）がない。通学路
　　でもありPTAからも要望が出されている。（取扱いについて別途協議が必要）

イ　４－２　安倉中交差点から北側の歩行者の安全確保策と高架下の見通し確保策（市道）
　・　まち協から、池側の歩道は夏は植栽部分が繁茂しており通りにくい。
　・　市から、歩道の植栽帯の管理は公園河川課が所管している。適切な管理に努める。
　・　道路管理課から、当該道路には自転車レーンを設置する予定である。（宝塚市自転
　　車ネットワーク計画）

ウ　２－６　安倉中学校北西角の変則十字路の安全対策予防
　・　道路管理課から、交差点の十字路マーク敷設については水道局による舗装後に設
　　置予定である。交差点西側の歩道の植栽については、南方向の視認性向上のため
　　剪定する。
　・　道路管理課から、ミラーの設置場所の変更（田んぼ側）が可能か確認する。また、
　　現行のミラーのサイズアップも検討する。
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